
★ホームページ http://sawako-aizaki.com  
★ブログ http://yaplog.jp/sawako-aizaki/毎日更新中！ 
★ホームページ(携帯版） 右記のＱＲコードから 
★フェイスブック  http://ja-jp.facebook.com/sawako.aizaki 
★活動ニュース バックナンバーは上記ＨＰに。郵送希望はご連絡を 
★ツイッター   ★ミクシィ 
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 お茶を飲みながら気軽に市政など
について語り合う「サワコの茶話会」
を3ヶ月に1回、開催しています。次
回開催は３月１１日（土）14時～いた
みホール大会議室です。ぜひご参
加ください！ 

サワコの茶話会 

相崎佐和子 

しました。“会派”と
人が所属する、伊丹市議会

ており、会派チラシを毎月発行して駅で配布や演説をしています。さらに直接お話を伺いたいと、このたび議
くださいました。 

。多岐にわたり様々なご意
見をいただきました。時間制限＆参加者多数により十分にお声をお聞きず申し訳ない限りでしたが、直接た

議会報告会～ 

■子育て女性支援 ～千葉県木更津市～ 
 千葉県木更津市では、子育て世代女性に対してＩＣＴを活用したキャリアアップ等の推進を図ることで、子
育てしながらより働きやすい環境づくりを産官学が一体となって取り組んでいます。 
〇事業の3本柱①：ＩＣＴを活用した取り組み（プラットフォーム） 
  ａ）子育て・キャリア応援サイト「きさらづ働くママ応援サイト」 
  ｂ）子育て支援ウェブサービス「木更津っ子ダイアリー」 
  ｃ）ｅ－ラーニングシステム「木更津ママの勉強部屋」 
 事業の3本柱②：キャリアアップのための自己啓発セミナー等 
 事業の3本柱③：ニーズ調査（就労ニーズ＆雇用ニーズ） 
〇経費は、総事業費3850万円（役務費14万・委託料3350万・ 
 備品購入486万）地域住民生活等緊急支援交付金100％活用 
〇市内のＮＰＯ法人（ＩＣＴ方面で活動している団体）に委託 
〇課題：均等支援（母親支援だけでなく父親支援も） 
〇今後：計画期間の5年以降は企業とコラボするのも１つ 
 
 特にサイトはとても魅力的でした。伊丹でもぜひ。木更津市は地方創生の交付金を活用していましたが、
伊丹では民間企業とのコラボも1つの方法か？検討を進めたいところです。 
 
■小中学校の学校図書室のＩＣＴ活用による業務改善と公共図書館との連携  ～千葉県市原市～ 
 千葉県市原市では、市の図書館と小中学校の学校図書室をネットワークで繋いで連携活用中。伊丹市で
は、校内システムを整備しているところはあるものの（全校ではない）、公立図書館とは連携していません。 
〇「市原市子ども読書活動推進計画」を策定。市の公共図書館と市内全65校(現在64校）の学校図書室を 
 ネットワーク化し、公共図書館と連携活用。 
〇経費：年間約172万円（市単。5年リース。イニシャルコスト含） 
〇業者はプロポーザル選定。 
 セキュイティ性と使い方の簡易性がカギ。 
〇システム導入により管理業務が効率化（バーコードリーダでの 
 貸し出し返却作業の効率化・ネット登録による管理の効率化） 
〇児童生徒は、バーコードが楽しいので図書委員は大人気。 
〇成果：児童生徒の図書館への興味関心の高まり。キーワード 
 検索による調べ学習の充実。不読者数の減少。  
〇今後：システムソフトの改善 
 
 自分が本好きなこともあり、学校図書室はぜひとも充実したい。伊丹でもこのシステムを導入できれば。
市原市は全65校で年間172万円。伊丹市は全25校なので経費はもう少し抑えられるか？ 
 
■ハッピーベイビープロジェクト ～東京都文京区～ 
 文京区では子どもを望むすべての区民が安心して子どもを産み育てられるよう『ぶんきょうハッピーベイ
ビープロジェクト』を実施中。成澤区長が自らお越しいただき、熱く説明してくださいました。 
〇取り組み：①イベント、講演会、研修会などの実施 ②啓発冊子の作成配布（“脱行政”がコンセプト） 
〇経費： Ｈ27年度 地域少子化対策重点推進交付金（補助率１０／１０） 
       Ｈ28年度 地域少子化対策重点推進交付金（補助率１／２） 
〇区長が国のプロジェクトチームメンバーだったことから、肝いりのトップダウンで取り組みがスタート。 
〇健康が切り口であることが斬新。 
〇文京区作成の冊子の数々（素晴らしい出来栄え）は、他自治体でも使ってもよい （区長が自ら許可） 
 
 さっそく12月定例会で、会派議員達が諸施策を提案。先進事例を活かしながら伊丹市を充実させます。 １０月２７～２８日、会派（前述）で関東方面に視察へ。視察は情報をシェアして市政に活かさねばとの考え


